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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　排ガスを含むサンプルガスが導入される導入流路と、
　前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスに含まれる成分を測定するガス分析計が１
又は複数設けられたセンサ流路と、
　前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスの一部をバイパスさせるバイパス流路と、
　前記センサ流路又は前記バイパス流路における前記サンプルガスの圧力を設定圧力値に
保つ調圧弁と、
　前記バイパス流路に設けられ、当該バイパス流路を流れる前記サンプルガスの流量を測
定する流量センサと、
　前記流量センサで測定される流量測定値が前記調圧弁により調圧が可能な下限の流量値
である調圧限界流量値よりも所定値だけ大きい流量値である注意喚起流量値以下となった
場合に、前記サンプルガスの流量が低下していることを表示する注意喚起部と、を備え、
　前記注意喚起部が前記サンプルガスの流量が低下していることを表示開始して以降も前
記ガス分析計が測定を継続するように構成されていることを特徴とする排ガス測定装置。
【請求項２】
　前記流量センサで測定される流量測定値が前記調圧限界流量値以下となった場合に、前
記調圧弁による調圧が不可能であることを表示する警告部を更に備えた請求項１記載の排
ガス測定装置。
【請求項３】
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　前記バイパス流路における前記サンプルガスの圧力を測定する圧力センサを更に備え、
　前記設定圧力値と、当該圧力センサで測定される測定圧力値との差が所定値以上となっ
た場合に、前記警告部が前記調圧弁による調圧が不可能であることを表示するように構成
された請求項２記載の排ガス測定装置。
【請求項４】
　前記注意喚起部が、前記サンプルガスの流量が低下していることを表示するとともに、
前記ガス分析計による測定は可能であることを表示するように構成された請求項１、２又
は３記載の排ガス測定装置。
【請求項５】
　前記警告部が、前記調圧弁による調圧が不可能であることを表示するとともに、前記ガ
ス分析計による測定も不能であることを表示するように構成された請求項２、３又は４記
載の排ガス測定装置。
【請求項６】
　排ガスを含むサンプルガスが導入される導入流路と、前記導入流路から分岐し、前記サ
ンプルガスに含まれる成分を測定するガス分析計が１又は複数設けられたセンサ流路と、
前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスの一部をバイパスさせるバイパス流路と、前
記センサ流路又は前記バイパス流路における前記サンプルガスの圧力を設定圧力値に保つ
調圧弁と、前記バイパス流路に設けられ、当該バイパス流路を流れる前記サンプルガスの
流量を測定する流量センサと、を備えた排ガス測定装置に用いられるプログラムであって
、
　前記流量センサで測定される流量測定値が前記調圧弁により調圧が可能な下限の流量値
である調圧限界流量値よりも所定値だけ大きい流量値である注意喚起流量値以下となった
場合に、前記サンプルガスの流量が低下していることを表示する注意喚起部と、
　前記注意喚起部が前記サンプルガスの流量が低下していることを表示開始して以降も前
記ガス分析計に測定を継続させる制御部と、としての機能をコンピュータに発揮させるこ
とを特徴とする排ガス測定装置用プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばエンジン等から排出される排ガスに含まれる成分分析を行う排ガス測
定装置及び当該排ガス測定装置に用いられる排ガス測定装置用プログラムに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　この種の排ガス測定装置としては、例えば自動車のエンジンから排出されるエンジン排
ガス中に含まれる一酸化炭素（ＣＯ）、全炭化水素（ＴＨＣ）、窒素酸化物（ＮＯＸ）、
二酸化炭素（ＣＯ２）等の測定を行うものがある（特許文献１参照）。
【０００３】
　具体的に上記の排ガス測定装置について説明すると、図４に示すように、この排ガス測
定装置３は、排ガスを含むサンプルガスが導入される導入流路３１から２つの流路が分岐
しており、一方の流路をセンサ流路３２として各種成分を測定するための複数のガス分析
計３２２が設けられているとともに、もう一方の流路をバイパス流路３３として測定に必
要のない過剰分のサンプルガスをバイパスさせるように構成されている。
【０００４】
　このような排ガス測定装置３において各ガス分析計３２２において正確な測定を行うた
めには、サンプルガスを規定の設定圧力値で各ガス分析計３２２に導入する必要がある。
このため、前記バイパス流路３３上に設けられた調圧弁３３１により、バイパス流路３３
をサンプルガスが所定量以上流れるようにした状態で、その圧力を前記設定圧力値に保つ
ように構成されている。さらに、前記排ガス測定装置３は、前記調圧弁３３１で制御され
るサンプルガスの圧力を測定するとともに、測定される測定圧力値が設定圧力値から大き
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く離れた値になった場合には、サンプルガス中の各種成分の測定が正確に行えておらず、
これ以上の測定が不可能であることを表示する測定継続不能表示部４２を備えている。
【０００５】
　そして、前記測定継続不能表示部４２により測定継続が不可能であるとの表示されてい
るのを見たユーザは例えば、調圧弁３３１による調圧が不可能となった原因として考えら
れる導入流路３１上に設けられたフィルタ３１１の詰まりや、サンプルガスを吸引するた
めのポンプのチェック等を行い、それらの原因を取り除いたうえで再び排ガスを測定する
ようにしている。
【０００６】
　しかしながら、このような排ガス測定装置では排ガス測定が完全に継続できないほどフ
ィルタが詰まった場合や、ポンプの能力が低下した場合にしかユーザに対して排ガス測定
装置の異常を通知することができない。言い換えると、排ガス測定を継続できないような
大きな問題が生じた後にしか、ユーザに対して装置の異常が通知されないために、予め測
定が不能となる時期をユーザが予期することができず、排ガスの測定途中で中断せざるを
得ない場合がある。すると、排ガス測定の途中で中断された測定データは、測定条件の連
続性の問題などから破棄せざるを得ず、行っていた排ガス測定が無駄になってしまうこと
がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００３－１４９０９９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明は上述したような問題を鑑みてなされたものであり、調圧弁による調圧が不可能
になり、排ガス測定が継続不能となる前に、ユーザがその時期を予期することができ、完
全に測定が不能になる前にフィルタやポンプ等のメンテナンスを行えるようにして、測定
時における測定の中断を防ぐことができる排ガス測定装置及び排ガス測定装置用プログラ
ムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　すなわち、本発明の排ガス測定装置は、排ガスを含むサンプルガスが導入される導入流
路と、前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスに含まれる成分を測定するガス分析計
が１又は複数設けられたセンサ流路と、前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスの一
部をバイパスさせるバイパス流路と、前記センサ流路又は前記バイパス流路における前記
サンプルガスの圧力を設定圧力値に保つ調圧弁と、前記バイパス流路に設けられ、当該バ
イパス流路を流れる前記サンプルガスの流量を測定する流量センサと、前記流量センサで
測定される流量測定値が前記調圧弁により調圧が可能な下限の流量値である調圧限界流量
値よりも所定値だけ大きい流量値である注意喚起流量値以下となった場合に、前記サンプ
ルガスの流量が低下していることを表示する注意喚起部と、を備えたことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の排ガス分析装置用プログラムは、排ガスを含むサンプルガスが導入され
る導入流路と、前記導入流路から分岐し、前記サンプルガスに含まれる成分を測定するガ
ス分析計が１又は複数設けられたセンサ流路と、前記導入流路から分岐し、前記サンプル
ガスの一部をバイパスさせるバイパス流路と、前記センサ流路又は前記バイパス流路にお
ける前記サンプルガスの圧力を設定圧力値に保つ調圧弁と、前記バイパス流路に設けられ
、当該バイパス流路を流れる前記サンプルガスの流量を測定する流量センサと、を備えた
排ガス測定装置に用いられるプログラムであって、前記流量センサで測定される流量測定
値が前記調圧弁により調圧が可能な下限の流量値である調圧限界流量値よりも所定値だけ
大きい流量値である注意喚起流量値以下となった場合に、前記サンプルガスの流量が低下
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していることを表示する注意喚起部、を備えたことを特徴とする。
【００１１】
　このようなものであれば、前記調圧弁により制御されている前記サンプルガスの圧力そ
のものをモニタリングして排ガス測定が継続不能となるような異常の検出をするのではな
く、前記注意喚起部が前記バイパス流路に設けられた流量センサで測定される測定流量値
に基づいて、異常を検出するように構成されているので、排ガス測定が継続不能となる異
常が生じていないか、あるいは、生じてしまったかといった二値的な検出結果ではなく、
排ガス測定が継続不能となる前に、予め近いうちに測定が継続不能となることをユーザに
知らせることができる。
【００１２】
　より具体的には、前記注意喚起部が、前記流量センサで測定される流量測定値が前記調
圧弁により調圧が可能な下限の流量値である調圧限界流量値よりも所定値だけ大きい流量
値である注意喚起流量値以下となった場合に、前記サンプルガスの流量が低下しているこ
とを表示するように構成されているので、排ガス測定が可能な間に排ガス測定が不能とな
る時期をユーザが予期する事が可能となり、例えば、前記注意喚起部からの表示が出た時
点で次回の排ガス測定の前にフィルタやポンプ等のメンテナンスを実施することができる
ようになる。従って、排ガス測定の途中で、調圧弁による調圧が不可能となり、排ガス測
定の途中で中断せざるを得ないといった事態を無くし、測定を無駄にすることも無くせる
。
【００１３】
　ここで、サンプルガスの圧力ではなく、前記バイパス流路のサンプルガスの流量をモニ
タリングすることにより、排ガス測定が継続不能となる時期を予め通知できるようになる
理由について説明する。圧力をモニタリングしている場合、前記調圧弁により常に設定圧
力値で一定になるように制御されているため、完全にフィルタが詰まる等しないと圧力に
変化が生じず、事前に排ガス測定が不可能になる時期を通知する事が難しい。一方、流量
をモニタリングしている場合、フィルタの詰まりの程度に応じて少しずつ測定流量値が減
少していくので、調圧ができなくなる前記調圧限界流量値となる前に、ユーザに対して排
ガス測定が不可能となる時期を注意喚起することができる。なお、この測定流量値に関す
るモニタリングに関する特性については、本願発明者らが鋭意検討の末、発見したもので
あって決して容易に見出されるようなものではない。
【００１４】
　ユーザが前記注意喚起部による表示を無視して排ガス測定を継続する等して、実際に各
ガス分析計の測定値が信頼できない値となっていることを知らせて、これ以上の排ガス測
定を行わせないようにするには、前記流量センサで測定される流量測定値が前記調圧限界
流量値以下となった場合に、前記調圧弁による調圧が不可能であることを表示する警告部
を更に備えたものであればよい。
【００１５】
　前記警告部により、前記調圧弁により調圧が不可能となっていることを表示するための
他の具体的な構成としては、前記バイパス流路における前記サンプルガスの圧力を測定す
る圧力センサを更に備え、前記設定圧力値と、当該圧力センサで測定される測定圧力値と
の差が所定値以上となった場合に、前記警告部が前記調圧弁による調圧が不可能であるこ
とを表示するように構成されたものが挙げられる。
【００１６】
　前記バイパス流路におけるサンプルガスの流量が注意喚起流量値以下となった状態では
、まだ排ガス測定を正確に行える範囲であることを明示し、ユーザが誤って排ガス測定を
中断することがないようにするには、前記注意喚起部が、前記サンプルガスの流量が低下
していることを表示するとともに、前記ガス分析計による測定は可能であることを表示す
るように構成されたものであればよい。
【００１７】
　ユーザが注意喚起部による表示を無視して排ガス測定を継続し、これ以上は正確な値で
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排ガス測定を行うことができないのを明示し、不毛な測定を継続させないようにするには
、前記警告部が、前記調圧弁による調圧が不可能であることを表示するとともに、前記ガ
ス分析計による測定も不能であることを表示するように構成されたものであればよい。
【発明の効果】
【００１８】
　このように本発明の排ガス分析装置及び排ガス分析用プログラムによれば、前記注意喚
起部が、前記バイパス流路を流れるサンプルガスの流量が前記調圧限界流量値とよりも大
きい前記注意喚起流量値まで低下した時点で、流量の低下を表示するので、ユーザは完全
に排ガス測定が不能となってしまう前に予め排ガス測定が継続不能となる時期を予期する
ことができる。従って、予めフィルタやポンプ等のメンテナンスを行うことができ、排ガ
ス測定の途中で中断しなければならないといった事態をなくすことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態に係る排ガス分析システムの全体を示す模式図。
【図２】同実施形態における排ガス分析装置の詳細を示す模式図。
【図３】同実施形態における注意喚起部、警告部の動作タイミングを示す模式的グラフ。
【図４】従来の排ガス分析装置を示す模式図。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に本発明に係る排ガス測定装置３を備えた排ガス分析システム１００について図面
を参照して説明する。
【００２１】
　＜全体の構成についての説明＞
　本実施形態の排ガス分析システム１００は、テストセルと称される室内で自動車Ｖの排
ガス測定を行うためもので、図１にその全体構成を示すように、供試体である自動車Ｖが
載置されるシャシダイナモ装置１と、前記自動車Ｖのエンジンから出る排ガスに含まれる
各種成分を分析する第１の排ガス測定装置２及び第２の排ガス測定装置３と、前記エンジ
ンから出る排ガスを第１の排ガス測定装置２及び第２の排ガス測定装置３に導く排ガスフ
ローラインＬと、前記シャシダイナモ装置１を制御するダイナモ制御装置（不図示）及び
各排ガス測定装置２、３との間でデータの授受を行う中央情報処理装置４とを有する。ま
た、この排ガス分析システム１００は、自動車Ｖの運転席に設置されて、アクセル、ブレ
ーキ、シフトレバー、ハンドル等を機械的に駆動する駆動アームを備えた自動運転機構及
びこれを制御する自動運転機構制御装置（いずれも不図示）を有し、外部からの制御信号
に基づいて前記駆動アームを動作させることにより、当該自動車Ｖをシャシダイナモ装置
１上で自動走行させるものである。
【００２２】
　排ガスフローラインＬは、エンジンから出たエンジン排ガスを希釈することなく第１の
排ガス測定装置２に導くための第１の排ガスフローラインＬ１と、エンジンから出たエン
ジン排ガスであって触媒（ＣＡＴ）を通過して排気管（テールパイプ）から排出されるエ
ンジン排ガスを希釈トンネルＬ２１により希釈して第２の排ガス測定装置３に導くための
第２の排ガスフローラインＬ２とを備える。
【００２３】
　第１の排ガスフローラインＬ１は、一端が排気筒に設けられてエンジンから出たエンジ
ン排ガスを導入するための導入ポートＰ１を有し、他端が第１の排ガス測定装置２の接続
ポート（不図示）に接続されるものであり、エンジン排ガスを直接サンプリングする直接
サンプリングラインである。
【００２４】
　また、第２の排ガスフローラインＬ２は、自動車Ｖの排気管に接続されてエンジン排ガ
スを大気により希釈する希釈トンネルＬ２１と、当該希釈トンネルＬ２１に一端が設けら
れて希釈排ガスを導入するための導入ポートＰ２を有し、他端が第２の排ガス測定装置３
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の接続ポート（不図示）に接続される希釈サンプリングラインＬ２２とを有する。
【００２５】
　第１の排ガス測定装置２は、測定原理の異なる複数のガス分析計を搭載しており、エン
ジン排ガス中に含まれるＣＯ、ＣＯ２、Ｏ２、ＨＣ、ＴＨＣ、ＣＨ４、ＮＯ、ＮＯＸ等の
各成分を各別に連続測定することが可能な測定機器である。例えば、この第１の排ガス測
定装置２は、ＣＯ、ＣＯ２、ＨＣ、ＮＯの濃度を測定する非分散型赤外線吸収方式（ＮＤ
ＩＲ）を用いた赤外線ガス分析計と、ＮＯＸの濃度を測定する化学発光方式（ＣＬＤ）を
用いたＮＯＸ計と、Ｏ２の濃度を測定する磁気圧力式（ＰＭＤ）を用いたＯ２計と、ＴＨ
Ｃの濃度を測定する加熱型水素炎イオン化検出法（ＨＦＩＤ）を用いたＴＨＣ計と、ＣＨ

４の濃度を測定するガスクロマトグラフ／水素イオン化検出器（ＧＣ－ＦＩＤ）を用いた
ＣＨ４計とを有する。なお、本実施形態では、ＴＨＣが排ガスフローラインＬに吸着する
汚染成分である。
【００２６】
　なお、この第１の排ガス測定装置２は、ＣＰＵ、メモリ等を利用して構成したコンピュ
ータシステムを備え、外部との間で制御信号やデータ等を相互に通信できる機能を有する
。
【００２７】
　第２の排ガス測定装置３は、測定原理の異なる複数のガス分析計を搭載しており、希釈
排ガス中に含まれるＴＨＣ、ＣＨ４、ＮＯ等の各成分を各別に連続測定することが可能な
測定機器である。例えば、この第２の排ガス測定装置３は、ＮＯの濃度を測定する非分散
型赤外線吸収方式（ＮＤＩＲ）を用いた赤外線ガス分析計と、ＴＨＣの濃度を測定する加
熱型水素炎イオン化検出法（ＨＦＩＤ）を用いたＴＨＣ計と、ＣＨ４の濃度を測定するガ
スクロマトグラフ／水素イオン化検出器（ＧＣ－ＦＩＤ）を用いたＣＨ４計とを有する。
【００２８】
　なお、この第２の排ガス測定装置３は、ＣＰＵ、メモリ等を利用して構成したコンピュ
ータシステムを備え、外部との間で制御信号やデータ等を相互に通信できる機能を有する
。
【００２９】
　中央情報処理装置４は、例えばＣＰＵ、メモリ、通信インターフェイス、ディスプレイ
、入力手段等を備えたコンピュータシステムであり、サーバ機能を有する。そして、前記
各制御装置及び第１及び第２の排ガス測定装置２、３との間で、ＬＡＮ等のネットワーク
ＮＴを介してデータの授受を行い、それら各制御装置や第１及び第２の排ガス測定装置２
、３の統括的な制御やデータ管理を行うことができるようにしてある。
【００３０】
　そして、例えばこの中央情報処理装置４に、車両情報、走行モード等の必要なパラメー
タを与えることによって、シャシダイナモ装置１、自動運転機構がそれらの制御装置を介
して統括的に制御され、自動車Ｖ（車両）が所望の態様で走行するとともに、第１及び第
２の排ガス測定装置２、３が作動して排ガスデータの自動測定が行われ、さらに、その排
ガスデータや走行データが、この中央情報処理装置４において一元的に管理されるように
している。
【００３１】
　なお、これら中央情報処理装置４、各制御装置及び第１、第２排ガス測定装置２、３を
、図１のように物理的に独立分散させる必要は必ずしもなく、これらの一部又は全部が一
体化するといった態様でも構わないのはもちろんである。
【００３２】
　＜第２の排ガス測定装置３の詳細＞
　次に、前述した第２の排ガス測定装置３の詳細について図２を参照しながら説明する。
【００３３】
　前記第２の排ガス測定装置３は、排ガスを含むサンプルガスが導入される導入流路３１
と、前記導入流路３１から分岐し、前記サンプルガスに含まれる成分を測定するガス分析
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計３２２が１又は複数設けられたセンサ流路３２と、前記導入流路３１から分岐し、前記
サンプルガスの一部をバイパスさせるバイパス流路３３と、を備えたものである。前記セ
ンサ流路３２と前記バイパス流路３３は下流において合流し、その合流点より下流には、
各流路にサンプルガスを流通させるための吸引力を作用する吸引ポンプ３４が設けてある
。そして、前記バイパス流路３３上には、前記サンプルガスの圧力を制御するための調圧
弁３３１と、当該バイパス流路３３を流れる前記サンプルガスの流量を測定する流量セン
サ３３２が設けてある。さらに、この排ガス測定装置３は、前記流量センサ３３２で測定
される測定流量値に基づいて、前記サンプルガスの流量が低下していることを表示する注
意喚起部４１と、前記測定流量値に基づいて前記調圧弁３３１による調圧が不可能である
ことを表示する警告部４２と、を備えている。
【００３４】
　各部について詳述する。
【００３５】
　前記導入流路３１は、前記希釈トンネル２１により希釈された排ガスが導入される流路
であり、その途中に排ガス中に含まれるパーティクル等を除去するためのフィルタ３１１
が設けてある。
【００３６】
　前記センサ流路３２は、前述した３つのガス分析計３２２であるＮＯの濃度を測定する
ための赤外線ガス分析計と、ＴＨＣの濃度を測定するためのＴＨＣ計と、ＣＨ４の濃度を
測定するためのＣＨ４計と、が並列に設けてあり、各ガス分析計３２２の上流側には、各
ガス測定に必要な流量が流入するための流量制御弁３２１が設けてある。より具体的には
、各ガス分析計３２２に流入するサンプルガスは、前記導入流路３１に流入したサンプル
ガスの一部が所定割合ずつ分配されるように構成してある。
【００３７】
　前記バイパス流路３３は、前記導入流路３１に流入したサンプルガスの流量から、前記
赤外線ガス分析計、ＴＨＣ計、ＣＨ４計に流入するサンプルガスの流量を引いた残りの分
をバイパスし最終的に前記センサ流路３２と合流して外へ排出するためのものである。す
なわち、前記導入流路３１に導入されたサンプルガスのうち、前記各ガス分析計３２２の
測定に必要が無い過剰分をバイパスするものである。例えば、このバイパス流路３３を流
れるサンプルガスの流量は、正常時において２．０Ｌ／ｍｉｎに保たれるようにしてある
。
【００３８】
　前記調圧弁３３１は、前記センサ流路３２及び前記バイパス流路３３を流れるサンプル
ガスの圧力を予め定められた設定圧力値で一定に保つものである。前記設定圧力値は、前
記各ガス分析計３２２において正確な値で測定を行うために必要な圧力値に設定してある
。
【００３９】
　前記流量センサ３３２は、前記バイパス流路３３を流れるサンプルガスの流量を圧力式
又は熱式の測定原理により測定するものであり、測定された測定流量値に応じた電圧値を
出力するものである。この出力された電圧値は、前記中央情報処理装置４において所定サ
ンプリングタイム毎に取得され、時系列データとして逐次表示される。
【００４０】
　前記注意喚起部４１及び前記警告部４２は、前記中央情報処理装置４の演算機能及び表
示装置を利用してその機能を実現するものである。
【００４１】
　前記注意喚起部４１は、前記流量センサ３３２で測定される流量測定値が前記調圧弁３
３１により調圧が可能な下限の流量値である調圧限界流量値よりも所定値だけ大きい流量
値である注意喚起流量値以下となった場合に、前記サンプルガスの流量が低下しているこ
とを表示するように構成してある。
【００４２】
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　前記警告部４２は、前記流量センサ３３２で測定される流量測定値が前記調圧限界流量
値以下となった場合に、前記調圧弁３３１による調圧が不可能であることを表示するよう
に構成してある。
【００４３】
　＜注意喚起部４１、警告部４２の動作の説明＞
　このように構成された第２の排ガス測定装置３３の前記注意喚起部４１、前記警告部４
２の動作について図３のグラフを参照しながら説明する。
【００４４】
　図３に示すように前記フィルタ３１１に詰まりが生じておらず、前記吸引ポンプ３４に
も問題が生じていない測定初期の状態である、正常測定状態においては、前記調圧弁３３
１により制御されるサンプルガスの圧力は設定圧力値で一定に保たれていとともに、前記
流量センサ３３２で測定される測定流量値も設定流量値で一定に保たれている。
【００４５】
　時間経過とともに、前記フィルタ３１１に詰まりが生じてくる、あるいは、前記吸引ポ
ンプ３４の能力が排ガス成分の付着等で低下してくると、サンプルガスの圧力は前記調圧
弁３３１により設定圧力値で一定に保たれる一方、前記流量センサ３３２で測定される測
定流量値は徐々に低下してくる状態である、測定許容状態となる。このような状態が生じ
るのは、前記フィルタ３１１の詰まり等により前記導入流路３１に導入されるサンプルガ
スの量が少なくなっても前記調圧限界流量値となるまでであれば、前記調圧弁３３１によ
る圧力制御は可能であるからである。すなわち、測定許容状態とは前記フィルタ３１１の
詰まりなどが致命的な程度で生じていないため、詰まり等の異常は生じ始めているが、所
定の精度で各ガス分析計３２２での測定が行える状態とも言える。この測定許容状態にお
いて、前記注意喚起部４１は、前記調圧限界流量値よりも所定値だけ大きい前記注意喚起
流量値となった時点で、サンプルガスの流量が低下していることを表示する。
【００４６】
　さらに時間が経過すると、前記流量センサ３３２で測定される測定流量値が前記調圧限
界流量値以下となってしまい、その時点からサンプルガスの圧力は設定圧力とは異なる値
に変動する測定不能状態となる。この状態においては、前記調圧弁３３１によりサンプル
ガスの圧力を設定圧力値で一定に保つことができないので、前記各ガス分析計３２２にお
いて出力される測定値は測定条件を満たすものではなく、不正確な値が出力されることに
なる。前記警告部４２は、前記流量センサ３３２の測定流量値が前記調圧限界流量値以下
となったことをもって、測定不能状態であることを検出し、前記調圧弁３３１による調圧
が不可能であることを表示する。
【００４７】
　例えば、前記バイパス流路３３に正常測定状態において流れているサンプルガスの流量
が２．０ｍｉｎ／Ｌであるとすると、調圧限界流量値は、０．７ｍｉｎ／Ｌ程度となる。
従って、前記注意喚起流量値は、２．０～０．７ｍｉｎ／Ｌの間の値に設定してある。前
記注意喚起流量値は、排ガス測定が終了するまでにかかる時間等を考慮して、注意喚起が
始まってからすぐに測定不能状態となるのを防げるように設定してある。
【００４８】
　＜本実施形態の効果＞
　このように構成された排ガス分析システム及び排ガス分析装置によれば、前記バイパス
流路３３を流れるサンプルガスの流量をモニタリングし、その測定流量値が前記調圧限界
流量値よりも大きい前記注意喚起流量値となった時点で、排ガス測定を停止せずにサンプ
ルガスの流量が低下していることを表示するように構成してあるので、圧力が一定に保た
れなくなり、各ガス分析計３２２により正確な測定ができなくなる前の時点で、測定不能
となる時期をユーザが予期する事が可能となる。従って、ユーザは排ガス測定装置３がフ
ィルタ３１１の詰まりや吸引ポンプ３４の能力低下により完全に測定不能となる前に、予
めメンテナンス等を行うことができ、排ガス測定の途中で測定を中断しなくてはならない
といった事態を防ぐことができる。つまり、従来のようにサンプルガスの圧力に基づいて
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通知できず、排ガス測定の途中で中断して、測定データが無駄になってしまっていたとい
う問題を生じないようにすることができる。
【００４９】
　その他の実施形態について説明する。
【００５０】
　前記実施形態では、前記注意喚起部はサンプルガスの流量の低下を表示するものであっ
たが、さらに、前記ガス分析計による測定は可能であることも表示するようにしても構わ
ない。また、前記警告部は調圧弁による調圧が不可能であることを示すものであったが、
さらに、前記ガス分析計による測定も不能であることを表示するものであってもよい。加
えて、前記警告部は、測定流量値に基づいて調圧弁による中圧が不可能であるかどうかを
判断するように構成していたが、サンプルガスの圧力そのものをモニタリングして設定圧
力値から所定値以上離れた値となった場合に調圧不可であることを表示するようにしても
よい。
【００５１】
　前記実施形態では、第２の排ガス測定装置に本発明を適用した例を示しているが、第１
の排ガス測定装置に同様の構成を適用しても構わない。また、前記実施形態では、中央情
報処理装置により前記注意喚起部、前記警告部の機能を実現していたが、例えば、前記第
１の排ガス測定装置又は前記第２の排ガス測定装置の演算機能及び表示装置を用いてその
機能を実現しても構わない。また、前記流量センサはバイパス流路以外の流路である導入
流路、センサ流路に設けても構わない。ただし、バイパス流路に設けた方が、各ガス分析
計の測定精度に前記流量センサが悪影響を与えにくいので、より好ましい。
【００５２】
　さらに、既存の排ガス分析装置を構成するコンピュータに対して、前記注意喚起部の機
能を実現する排ガス測定装置用プログラムを記録媒体等によりインストールしても構わな
い。
【００５３】
　その他、本発明の趣旨に反しない限りにおいて、様々な変形や実施形態の組み合わせを
行っても構わない。
【符号の説明】
【００５４】
３　　・・・排ガス測定装置
３１　・・・導入流路
３２　・・・センサ流路
３２２・・・ガス分析計
３３　・・・バイパス流路
３３１・・・調圧弁
３３２・・・流量センサ
４１　・・・注意喚起部
４２　・・・警告部
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